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平成２０年度

中部地方ダム等管理フォローアップ委員会

【平成２０年度
 

主な出来事】

平成20年12月15日

国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局
水 資 源 機 構 中 部 支 社
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洪水調節

平成２０年は、横山ダム・徳山ダムで洪水調節を実施しました。

１）ダム名の黄色着色は、水資源機構管理ダムを示す

２）調節量については、四捨五入の関係で（A-C)に一致しない場合がある。

洪水調節
開始流量

総雨量
最大流入量

（A)
最大放流量

（B）
最大流入時
放流量（C）

調節量
（A-C）

(m3／s） (mm) (m3/s) (m3/s) (m3/s) (m3/s)
徳山ダム 200 H20.9.2～3 低気圧 232 742 10 10 731
横山ダム 290 H20.9.2～3 低気圧 235 693 288 285 408

要因

木曽川

水系名 ダム名
洪水調節
実施日

国道303号被災状況横山ダム湖岸道路の被災状況

降水量分布（H20.9.2～3）

横山ダム

徳山ダム
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徳山ダムと横山ダムの洪水調節①
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徳山ダム洪水調節（平成20年9月2日～3日洪水）
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累計雨量　２３２mm

横山ダム洪水調節（平成20年9月2日～3日洪水）
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平成20年9月２日～３日にかけて、徳山ダムと横山ダムが連係して洪水調節を実施。

あわせて、最大約１，４００m3/sの洪水調節を実施し、約２５，０００千m3をダムに貯留しました。

徳山ダム洪水調節 横山ダム洪水調節

ダムに貯めた量
約２１，６００千ｍ3

約７３０m3/sのカット

最大流入量

 

約７４０m3/s

ダムに貯めた量
約３，５８０千ｍ3

約４００m3/sのカット

最大流入量

 

約６９０m3/s

累計雨量２３５mm累計雨量２３２mm
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河口から40.6k（万石）
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（m）

徳山ダムがない場合の想定水位　T.P.10 .42ｍ

実績（横山・徳山連携調節）　T.P.9 .21m

　　H20 .9洪水

水位低下
約1.2m

下流の万石地点で、徳山ダム完成前後を比較すると、約１．２ｍの水位を低減

徳山ダムと横山ダムの洪水調節②

平成20年9月2日～3日の西濃豪雨において、
徳山ダム・横山ダムは、大きな効果を発揮した。。
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徳山ダムと横山ダムの洪水調節③
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横山ダム洪水調節（平成20年9月2日～3日洪水）
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横山ダム洪水調節（徳山ダム無し）

ダムに貯めた量
約９００千ｍ3約２００m3/sのカット

最大流入量

 

約１３５０m3/s

累計雨量２３５mm

注）シミュレーションで算出している為、実際の出水パターンと異なる

もしも、徳山ダムがなかったら、横山ダムでは約２００m3/sの

 洪水調節を行い、約９００千m3をダムに貯めたと推定。
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水温勾配の予測値と実測値比較

予測値超過地点 な　し

0.5℃/m超過地点 ７地点

： 調 査 地 点
： 自 動 観 測 装 置
： 定 期 水 質 調 査 地 点
： 曝 気 循 環 装 置 位 置
： 予測値(H14～ 16 ５～10月平均)
： 実測値 (H20 ５～ 10月平均 )

曝気循環装置（９基）
機能確認結果

クロロフィルａの予測値と実測値比較

予測値超過地点 な　し

20μg/L超過地点 な　し

： 調 査 地 点
： 自 動 観 測 装 置
： 定 期 水 質 調 査 地 点
： 曝 気 循 環 装 置 位 置
： 予測値(H14～ 16 ５～10月平均)
： 実測値 (H20 ５～ 10月平均 )

時間経過とともに一次躍層の解消
および二次躍層の低下を確認
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曝 気 稼 動 前 (H14.08.01)

曝 気 稼 動 前 (H20.04.28)

第 １ 回 調 査 (H20.05.16)

第 ２ 回 調 査 (H20.06.05)

第 ３ 回 調 査 (H20.07.04)

第 ４ 回 調 査 (H20.08.07)

第 ５ 回 調 査 (H20.09.04)

第 ６ 回 調 査 (H20.10.02)

一次躍層の解消

二次躍層の低下

Ｈ２０

 

阿木川大橋

 

水温鉛直分布

９
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■平成20年6月29日の出水時、施設管理規程に基づく洪水時のゲート全開操作を行ったところ、

 

1号～10号の
調節ゲートのうち、7号ゲートが急停止する事態が発生した。

■ゲート急停止の原因は、ゲート開閉用動力装置（電気モータ・電磁ブレーキ）の故障であることが判明したこと
から、それらの復旧対策を直ちに実施して対応を図った。

■現在、「長良川河口堰ゲート開閉装置に関する検討会」を設置し、詳細な原因究明と再発防止に向けた
対応策を検討中。

①．操 作 室
②．開閉装置
③．螺旋階段
④．点検歩廊
⑤．管 理 橋
⑥．ワイヤーロープ
⑦．下 段 扉（45ｍ×4.8ｍ）
⑧．上 段 扉（45ｍ×5.0ｍ）

※ゲートの大きさは３～７号

予備モータ

ゲート開閉用動力装置

調節ゲート概要図

長良川河口堰

 ゲート開閉用動力装置の故障について

ゲート開閉用動力装置（主モータ・電磁ブレーキ）

■長良川河口堰ゲート開閉装置に関する検討会

委員名簿（敬称略）

委

 

員

 

京都大学名誉教授

 

中川博次

 

（座長）

委

 

員

 

京都大学名誉教授

 

柴田俊忍

委

 

員

 

中部地整河川部 広域水管理官

 

山内 博

委

 

員

 

〃

 

河川管理課長

 

井口泰行

委

 

員

 

〃

 

企画部 施工企画課長

 

増 竜郎

委

 

員

 

〃

 

木曽川下流河川所長

 

浅野和広
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平成20年のアユの遡上状況
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　平成 7年： 48,202尾（4/ 2～5/20の内 36日間） 　平成 8年：  476,319尾（4/ 3～6/30の内 63日間）

　平成 9年：534,360尾（4/ 2～6/30の内 62日間） 　平成10年：  523,682尾（3/16～6/30の内 71日間）

　平成11年：956,441尾（3/24～6/30の内 74日間） 　平成12年：  568,372尾（4/ 1～6/30の内 73日間）

　平成13年：478,186尾（4/ 1～6/30の内 73日間） 　平成14年：  234,203尾（4/ 1～6/30の内 77日間)

　平成15年：437,696尾（2/12～6/30の内102日間) 　平成16年：  315,018尾（2/ 8～6/29の内107日間)

　平成17年： 70,157尾（2/21～6/29の内 99日間) 　平成18年：  130,024尾（2/19～6/29の内105日間)

　平成19年：785,887尾（2/ 9～6/30の内 98日間) 　平成20年：2,695,955尾（2/ 7～6/28の内 98日間）  

３月 ４月 ５月 ６月

調査場所：左岸呼び水式魚道・陸側階段部

遡上初確認 ：  平成20年2月5日
(グラ フ は 3月1日から 記載 して いま す 。)

これまで の遡上数： 2 ,695 ,955  尾
（2月7日～6月28日の内の98日間）
平成20年アユ遡上調査は6月28日
をもって 終了いたしました。

平成20年 長良川河口堰 アユ遡上状況グラフ

Ｈ20
約270万尾

Ｈ11
約96万尾

Ｈ19
約79万尾

Ｈ18
約13万尾

Ｈ17
約 7万尾



9※この結果は、岐阜市場に入荷したサツキマスの数を調べたものです。釣り人の釣果や直接取引など、市場に入らない漁獲は含まれていません。

このグラフは、平成20年7月22日（調査終了）までの結果を表示しています。
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  平成６年度: １，２５８尾
  平成７年度: 　　７０９尾
  平成８年度: １，４３８尾
  平成９年度: １，１３０尾
  平成10年度: １，０６９尾
  平成11年度: 　　４２８尾
  平成12年度: 　　６５７尾
  平成13年度: 　　３３８尾
  平成14年度: 　　８０１尾
  平成15年度: 　　５７７尾
  平成16年度: 　　３６６尾
  平成17年度: 　　１４８尾
  平成18年度: 　　５３２尾
  平成19年度: 　　８８０尾
  平成20年度: 　　５１３尾

※河口堰は、平成７年７月６日より本格運用を開始しました。

４月 ５月 ６月 ７月

岐阜市場における長良川産サツキマスの入荷状況（速報）

サツキマスの遡上状況

Ｈ20

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19
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